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　８年ぶりの優勝を狙う京北中と昨年度準優勝校東海大第四中の決勝進出をかけた一戦。
両チームマンツーマンDefでスタートする。序盤、東海大四のチェックの早いDefに持ち前
のアウトサイドシュートが決まらない京北に対し、東海大四は＃６のシュートと＃４のイ
ンサイドで流れを掴み、優位に試合を進める。東海大四が７点リードで１Ｑを終える。
　２Ｑは点の取り合いになる。京北は＃４や＃１４がアウトサイドから３Ｐを決めれば、
東海大四は＃４の力強いインサイドで入れ返し、２Ｑだけで２７－２５とハイスコアの展
開となる。
　３Ｑに入ると京北は、アウトサイド中心の攻めから、パスやスクリーンを使ってドライ
ブインやファウルを誘うOffを展開し始め、じわじわと点差を縮める。東海大四も＃４との
ピックロールで加点するが、ミスから京北に速攻を出されるなど２点差まで詰め寄られ
る。
　勝負の４Ｑ、観客を巻き込んでの一進一退の攻防が続く。残り１分、京北は＃１４がド
ライブイン、スティールから速攻と連続得点し、８６－８４と逆転。東海大四はタイムア
ウト後、＃６が同点のシュートを決めるが、京北＃１４がDefの隙間をぬってドライブイン
シュートを決める。終始、果敢に攻め続けた京北が接戦の試合を逆転でものにし、決勝進
出を決めた。両チームとも持ち味である高いオフェンス能力を出し切った好ゲームであっ
た。


